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北九州倭国の復活

北九州倭国
北九州倭国が
近畿大和王朝の実権を奪取

57倭奴国王金印

107倭国王師升

後漢書倭国争乱

239難升米→魏明帝

266壹与→晋武帝

369七支刀（倭王旨）

345倭王が国交を断絶

300倭国と国使を交換
312倭国が花嫁を求め、応ずる

295倭人討伐を画するも水上戦闘不慣れで中止

402倭国と国交を結ぶ
408倭人が対馬に軍備増強
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記紀は素尊の
子とする
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葦原色許男命

大物主命

神武以前に
移動して抹消

出雲の存在を

出雲への
侵攻

国譲り

北九州は混乱し

安定だった邪馬壹国の
卑弥呼が継承
（かっての天孫降臨の地）

九州倭王朝の主権は

九州倭王朝は人口過密と

出雲領土の奪取を計る
食糧問題解決のために

奪取した近畿から
大量の物資を九州へ移送
（庄内式土器の登場）

宗像？

周防？

大分？

媛踏鞴五十鈴媛
神武の妃

記紀は国譲りで以降の
出雲は存在しないとする

記紀はここに国譲りを

７世代で２００年
妥当であろう

大国主命
大分？

置くが、神武周辺の出雲系
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列島各地に稲作などを伝播

記紀における伊弉諾伊弉冉神の子等
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半島へ進出（広開土王碑）
半島南西岸の前方後円墳

高句麗により百済本家滅亡475
倭王武が上表書を宋に送る478

倭にあった百済の末多王を百済に送り

内戦によって倭王朝疲弊
半島の支配能力の低下によって
任那など支配地の大半を
百済と新羅に奪われる

雄略

東城王とする479

人物群から見て矛盾する

九州倭王済（安康）が
近畿王を支配下に置く

近畿王３代及び

600

400

100

0

九州王朝は倭王旨～磐井
までの８代、１２８年間
諸外国はこれを倭王朝と認定

九州王朝の支配力低下

百済本家滅亡に関連する行動に他ならない
この頃の度重なる朝貢と上表書提出は、475の

高句麗と新羅との戦闘で九州王朝の国力が減退する

清寧、顕宗、仁賢（近畿王）の登場は九州王朝が
近畿に手が回らなくなったためであろう
書紀において雄略が皇太子として清寧を指名するのは
書紀での雄略死去の３年前であり、不可信
（雄略は百済本家滅亡時に戦死した可能性をみておく）

倭王讃（応神の皇子　菟道稚郎子）
宋書413倭王　421倭王讃　425倭王讃　

倭王珍（讃の弟　若野毛二派皇子）菟道稚郎子の弟、後の継体の祖
430倭王　438倭王珍

倭王済（出自不明　記紀での允恭の子の安康）

460倭王　462倭王興

443倭王済　458倭王済

477の倭王　478の倭王武（上表書）　南斉書479の倭王武

梁書502の倭王武

倭王五代（九州王朝の大王）

倭王武（興の弟　記紀での仁賢の子の武烈）

倭王興（済の子　記紀での安康の弟の雄略）古事記で大長谷命

古事記で小長谷若雀命

清寧、顕宗、仁賢の錯綜する混乱に伴うものとみる
古事記と書紀では雄略没年に１０年の差がある

478に宋から南斉に政権交代、475に百済本家が滅びている
この頃に集中する倭王の朝貢は倭王の政権交代とは無関係であり
倭王興から倭王武への政権交代はもっと早い時期である
可能性もある

364倭兵が大挙押し寄せる
七支刀銘文にある
送り先は倭王旨である

神代～神武朝と
倭王朝～継体の歴史化

允恭の太子は木梨軽皇子であり、安康は允恭朝の簒奪者

神武朝は天孫と出雲の合体王朝
出雲との抗争はまだない

食糧問題発生

内部抗争と出雲との抗争

応神
九
州
王
朝

九州王朝と並立

日本武尊系譜→
応神386-402

記紀での
神功

147

189

桓帝即位

霊帝没

147

189

桓帝即位

霊帝没

神武 36- 66

綏靖 66-78

安寧 78-92

懿徳 92-105

孝昭105-137

孝安137-175

孝霊175-204

孝元204-225

開化225-248

崇神248-273

垂仁273-311

景行311-333

成務333-356

允恭439-454

雄略456-479

安康

武烈498-507

讃
珍

継体507-530継体

清寧480-485
顕宗485-488
仁賢488-498

神功360-386

BC100

0

100

BC100

600

九州安定化

仲哀謀殺 仲哀356-360

59友好締結

122倭兵大挙襲来
123倭国と講和

173卑弥呼の使者

193飢饉による倭人避難民到来

249倭人が于老を殺害

新羅本紀による事象

59友好締結

122倭兵大挙襲来
123倭国と講和

173卑弥呼の使者

193飢饉による倭人避難民到来

249倭人が于老を殺害

新羅本紀による事象

書紀年代復元による大王

仁徳402-434

武烈

九州王朝を滅ぼす
近畿倭王継体が

磐井

倭王旨

仁徳、近畿王朝再興


